
国語科 学習指導案

言葉を見つめる１ 単元名

「俳句の可能性」宇多喜代子

（２）生徒の実態について

６月に行った本校独自の学習状況調査による２ 指導の立場

と、国語の授業が社会に出たときに役立つと考（１）単元・教材について

本単元は、俳人である筆者の解説文「俳句の えている生徒は ％であった。その一方で、国92
可能性」と、実際の俳句を紹介する「俳句を味 語の力を支える読書を週 時間以上行っていな2
わう」によって構成されている。 い生徒は ％であった。また、新聞をほとんど43
俳句は、五・七・五の十七音を基本とする定 読まない生徒は ％おり、学校での授業時間以64

型詩である。ふと見つけた感動を十七音で表現 外に活字にふれる機会が少ない生徒が目立つ。

するために作者はさまざまな工夫を凝らす。そ さらに、地域の活動に参加したり、家族で様々

れは語句の選択であったり、語順の工夫であっ な体験活動をしたりする生徒は少ないことがわ

たり、余韻の持たせ方であったりする。そのよ かった。

うにして作られた俳句を味わったり、実際に作 国語の面から見ると、自分の思いや考えを深

句したりすることで、私たちは日本語の豊かさ く考えることが難しかったり、自分の考えを豊

に気付き、自分のものの見方を広げていく。 かに表現することができない生徒が目立つ。ま

「俳句の可能性」では、優れた俳句作品を挙 た、伝え合い活動には積極的に参加する生徒が

げながら、それぞれの良さや俳句の約束事を説 多いが、それを自分の言葉で書くことに抵抗が

明している。筆者は個々の作品の解釈を詳しく ある生徒が多い。

、 、説明することを避け、読み手が自由に解釈でき これは 読書量や生活経験が豊富でないため

る範囲を広げている。また、生徒にとって平易 獲得している語彙量が少なく、複雑で微妙な心

な言葉が用いられた俳句が選ばれており、表現 情や抽象的な概念を理解したり表現したりする

に即して作者の意図や心情を考えやすくする工 力が弱いからだと考えられる。

夫もなされている 「俳句を味わう」には作ら。

３ 研究主題とのかかわりれた時代や取り上げた季節など、様々な俳句が

Ⅲ－① 習得した知識及び技能を活用し、１時バランス良く配置されている。また、有季定型

間の学習を自分の言葉でまとめる活動の位置付だけでなく 無季自由律俳句も紹介されており、 、

け幅広く俳句を味わうことができる。

本時は単元の第Ⅰ次第１時である。俳句の約 まとめる段階では、作者が表現したかった情

束事などの知識の確認に加え、実際に俳句を味 景や心情について、語句や語順を根拠にして書

。 、 ． 、わうことで、日本語の豊かさや俳句のおもしろ く活動を位置づける その際に 文字数を 60 80
さに気付かせ、俳句を学ぶことへの興味を高め から選択させる。そうすることで 「まとめ100 、

たい。そして、単元出口の作句への意欲化を図 る活動」への苦手意識を軽減し、誰もが自分の

。りたい。 言葉で授業について書くことができると考える

【板書計画】

場 所 本館３階 ３年 組教室A
学 級 ３年 組A
授業者 大野 美紀
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１ 研究主題とのかかわり

本時目指す「主体的に課題追究を行い，考えを深めることができる生徒」
自分が選択した俳句に込められた心情や情景を想像し，仲間と交流することを通し，その語句や語
順を選択した作者の意図を理解し，日本語の豊かさや俳句のおもしろさに気付く生徒

Ⅰ－① 生徒が主体的に取り組むための課題化の工夫

谷汲中が考える「主体的に学ぶ姿」
「課題を追究する（学ぶ 」ことのよさが分かり，様々な工夫をして解決しようとする姿。また，）
課題が困難であっても，粘り強く取り組む姿。

導入時に，昨年度，生徒が実際に作った俳句を二句紹介する。作者（生徒）は何に感動したのか，
それはどの表現からわかるのかを考えることで，本時の学習活動を理解させたい。また，その際に単
元末に作句をする活動を位置づけることを知らせ，昨年よりも良い作品を作ろうという意欲をもたせ
たい。
導入で仲間の作品に触れることで，生徒は「難しい」と感じていた俳句を身近なものに感じ，主体

的に俳句について考えようとすることができると考える。また，本時の活動内容と単元の出口の活動
を知ることで，見通しをもって取り組むことができると考える。

Ⅱ－① 単位時間における有効な伝え合い活動の位置付け

谷汲中が考える「伝え合い活動」
「自分の意見を仲間と交流する活動」を「伝え合い活動」と位置付ける。伝え合い活動をするこ

とで，自分の考えを仲間の考えと比較したり，既習事項，他教科，生活体験などとつなげたりする
ことができろとともに，技能の定着を図ることもでき，より深い学びにつながる。

深める段階では，例示されている四句から自分が気に入った作品を選択させ，同じ句を選んだ生徒
同士で句を分析する活動を取り入れる。また，その際に，句を単語ごとに区切ったカードを用意し，

， ， 。語順を並べ替えたり 別の語に入れ替えたりして 作者が語順や語句を選択した意図を考えさせたい
課題別グループにすることで，生徒は自分の考えをもって伝え合い活動に取り組むことができるは

ずである。また，カードを利用することで，一語一語を視覚的に捉えることができ，感覚的になりや
すい俳句の分析に根拠をもたせ，伝え合いの視点が明確になると考える。一方，根拠となる語句や語

， ， 。順が同じでも 人によって分析が違う場合もあり それが俳句のおもしろさだと気付くこともできる
個々の分析の違いは，各自のもつ語彙の量や生活体験の違いに大きく依存している。よって，この

段階で伝え合い活動を行うことは，自分の語彙や語感を豊かにしたり，間接的に生活体験を増やした
りすることにつながり，そこから自分の考えを深めることができると考える。

Ⅲ－① 習得した知識及び技能を活用し，１時間の学習を自分の言葉でまとめる活動の位置付け

谷汲中が考える「まとめる活動」
生徒が「できた，わかった」と実感し，次時の学習の意欲をもつことができる活動を「まとめる

活動」と考える。教科の特性によってまとめる方法は変わってくる。また，その方法は１種類では
ない。いずれにしても，生徒自身が自分の変容を実感し，なぜ変容したのか，生徒自身が説明でき
ることが大切である。

まとめる段階では，作者が表現したかった情景や心情について，語句や語順を根拠にして書く活動
を位置づける。その際に，文字数を ． ， から選択させる。そうすることで 「まとめる活動」60 80 100 ，
への苦手意識を軽減し，誰もが自分の言葉で授業について書くことができると考える。また，文字数
を決めて書くことで，言葉を吟味痔したり，より詳細にまとめたりしようとする意識が生まれる。そ
れが，長い目で「言語感覚を豊かにする」ことにつながると考える。
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４本時のねらい
例示された俳句を選択し，語句の選択や配列などの表現上の工夫に着目することを通し，それぞれ

の俳句に込められた心情や情景を想像することができる 【読むこと（１）ア】。

５ 本時の展開

主な学習活動 教師の働きかけ

つ ・実際の仲間の俳句を分１俳句（生徒作品）を読み，作者の心情や情景を想像する。
か ・ タータンに響くピストル雲の峰 （ ・ ） 析することで，俳句を「 」 W S
む 陸上の試合でスタートする瞬間の緊張感が伝わってくる （心情） 身近なものと感じさ。

真っ青な空と真っ白な入道雲の対比が美しい （情景） せ，授業への意欲化を。
・ 入道雲」よりも「雲の峰」の方が目標に向かって集中している感 図る （主）「 。
じがよく出ている （語句の選択） ・個人追究のために，分。

・ 雲の峰」を最後に置くことで，目線がグラウンドから空に移り， 析の視点を明らかにす「
雄大さを感いる （語順の選択） る。。

見
通 作者は、どのような心情や情景を表現しようとしているのだ○課

す ろう。

考 ・句を選んだ理由に立ち２教科書に紹介されている四句から一句を選び，語句の選択や配列に
え 戻って，どの語句がそ着目して情景や心情を考える。
る の根拠となっているの

①どの子にも涼しく風の吹く日かな 飯田隆太（情景 語句） かを考える。
②いくたびも雪の深さを尋ねけり 正岡子規（心情 語句）
③跳箱の突き手一瞬冬が来る 友岡子郷（情景 語順）
④たんぽぽのぽぽと絮毛のたちにけり 加藤楸邨（心情 語句）

伝 ・一つにまとめるのでは３自分の考えを同じ句を選んだ仲間と交流する。
え ・ 誰にでも」ではなく「どの子」にしたことで，公園で子供が遊ん なく，意見の違いに着「
合 でいる様子がわかる 。 目し，その根拠を交流。
う ・大人の目から見た「どの子」なので，中学生かもしれない。 することを確認する。
・ 風の吹く」から，堤防に座っている子供たちの様子を想像した。 （伝）「

４分析した結果を全体で交流する。
・①は場所や時間を表す語句がないので，情景を自由に想像できる。
作者はそれを意図したのではないか。

・どんな情景にしても，①は，涼しい風が吹いている落ち着いた雰囲
気を表現した句であると言える。

・字数を制限し，言葉を
ま 吟味したり，詳細に説５本時の課題について自分が選んだ字数で書く。
と 明したりしようとする
め ③は 「冬が来る」を最後に置くことで，跳ぶ瞬間の静けさや 意識を高める （ま）， 。
る 緊張感を表現している 「突き手」や「一瞬」という言葉を選ん。

だことで，動きが止まった感じがする。 【評価規準】
・情景や心情を俳句の

④は 「ぽぽ」という言葉で絮毛のかわいらしさを表現してい 語句やその語順を根拠，
る 声に出して読むと そのかわいらしさがよくわかる 綿毛 に述べている （まと。 ， 。「 」 。
ではなく「絮毛」を選んだ意図を知りたい。 め ノートの記述）


